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ると言える．ここではまず「飽和可能欲求の法則」”law of satiable wants” あるいは「効用逓減の


















































































─ 52 ─ 
 しかし，直接対比しているわけではないにせよ，間接的にはそれに通じるような対比を行って
いる部分を『経済学原理』に見出すことができないだろうか？この問いに対しては『経済学原



























   この引用文は永沢訳をそのままで使用したのだが，この部分の原文は，“an avoidance of food and drink









六編第四章第一節でも，労働生産性の向上を “strength” が高まることとして表現していたからである. 
 17）Marshall〔10〕p.689．マーシャル〔16〕p.268． 
























    この引用文の特に「人工的な欲求」なる概念は，不可解な概念である．先の引用文の原文は，
“(standard of comfort is) a term that may suggest a mere increase of artificial wants,among which perhaps the
grosser wants may predominate.” となっている（括弧内は三浦が補ったもの）．「人工的な欲求」と訳され
たのはこの中の ”artificial wants” という部分である．この ”artificial” については意味が不可解である
が故に，パーソンズを始め注意している研究者もいる．この点については，坂口〔22〕の注５を参照．
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